
この冊子は、障害のある人が自分らしく安心して地域で暮らしていくために“必要なこと”や
“支援してほしいこと”について、尼崎市がその取組を進めていくため、『障害のある人の暮ら
しを支えること（尼崎市障害者計画（第４期）：2021年度から６年間）』と『必要な福祉サービ
スのこと（尼崎市障害福祉計画（第６期）：2021年度から３年間）』をまとめた計画です。

障害者計画・障害福祉計画
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　この計画をつくるにあたって、もっとも大切にしてきたことは、障害のある人の声や考えをしっかり
と聴くことです。
　尼崎市では、障害のある人との話し合いやアンケートを行うことで、生活の状況やサービスの利用
のこと、ご本人の障害やからだのこと、日々の困りごとや大切に考えていることなどについて、たくさ
んのご意見をお伺いしてきました。
　また、その内容などについて、障害のある人やそのご家族、地域で支援
に携わる人などが参加する会議の場で話し合い、一緒に考えながら
つくってきました。

　障害のある人やそのご家族、地域で支援に携わる人はもちろんのこと、このまちに住むすべての人
にこの計画をご覧いただくことで、障害のある人のことや、尼崎市がこれから取り組んでいくことにつ
いて、少しでも知ってもらえる機会になればと考えています。
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この計画ができるまで

障害のある人の人数
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2015年3月末 2020年３月末

難病患者数
（小児慢性特定疾患・特定疾患）

療育手帳所持者数
（知的障害、発達障害）

身体障害者手帳所持者数

障害のある人の

状況を知ろう

精神障害者保健
福祉手帳所持者数

この計画がめざすこと

障害者計画でめざすこと1
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１ 健康に暮らす

● 医療、リハビリテーション
● 精神保健に関する施策
● 難病等に対する施策
● 障害の原因となる疾病の
予防・支援等

２ 自立して暮らす ● 障害福祉サービス等
● 相談支援体制

３ 育つ・学ぶ
● 療育
● インクルーシブ教育システム推進
のための特別支援教育

●こころの教育・支援

４ 働く ● 雇用機会　● 多様な就労

５ 住まう・出かける ● 生活環境　● 移動環境

６ 地域でつながる ● 生涯学習活動（スポーツ・文化芸術・社会参加）

７ 安全に暮らす
● 防災対策
● 防犯対策、消費者保護

８ お互いを認め合う ● 権利擁護
● 理解・啓発活動と差別の解消

９ 伝える・知る
● 情報の利活用のしやすさと
コミュニケーション支援

● 行政サービス等における配慮

福祉サービスの利用者数 福祉サービスの利用状況
（人口千人あたりの利用者数）

福祉サービスの利用は５年間で
18歳未満では約2.1倍
18歳以上では約1.2倍
に増えているね。
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尼崎市では

が充実しているね。

●自宅での生活を支える
サービス（訪問系）

●子どもの育ちを支える
サービス（障害児通所）

●日中に通う場での活動を支える
サービス（日中活動系）

尼崎市の人口463,236人のうち
身体障害のある人▶22,622人（4.9％）
知的障害のある人▶5,293人  （1.1％）
精神障害のある人▶5,437人  （1.2％）
難病患者 　　　     ▶4,169人 （0.9％）
となっています（2020年３月末現在）

※複数の手帳（疾患）をお持ちの人はそれぞれで計上
　しています。

基本理念 重点課題 基本施策 施策の方向性

障害のある人は３７,521人で、
約12人に１人の割合になっているね。

（人）

＊2020年４月の利用状況

障害者福祉等専門分科会
計４回の会議で意見をいただきました

手話言語条例施策推進協議会
計２回の会議で意見をいただきました

自立支援協議会
計３回の会議で意見をいただきました

アンケート調査
市内に住む障害のある人を対象に
アンケートを実施して、計2,895人
から回答をいただきました

パブリックコメント
18人から計78件の意見を
いただきました

個別調査
市内の障害者団体にご協力いただき、
重点項目(※)について個別に調査を行い、
計440人から回答をいただきました
※「グループホームの利用意向」と「情報・コミュ
　ニケーション支援」についてお伺いしました。

計画策定部会
テーマ別に３つに分けて、計９回
の会議で意見をいただきました 市民説明会

計13人に参加を
いただきました
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めざします

　障害につながる病気などの早期発見や予防、
いつでも地域で安心して医療が受けられる環
境をつくることなどで、障害のある人のこころ
とからだの健康づくりを支えます。

81.2

15.7

3.0

無回答

受けていない

継続した
医療受診
の状況

受けている
（通院・入院）

訪問看護療養費（※）の助成件数

基本施策１

▶障害のある人の医療やリハビリの費用を助成します。また、その制度を周知します。
▶「尼崎総合医療センター（AGMC）」や「障害児者リハビリテーションセンター（あ
まリハ）」など兵庫県立の専門機関や地域の医療機関（訪問看護ステーションな
ど）、精神障害や難病等の団体と連携して、医療や相談支援の体制を充実します。
▶各種健診などにより、発達の課題や障害の原因となる病気の早期の発見と支援
につなげます。

（※重度の障害のある人への在宅リハビリにかかる費用など）

（※１８歳未満と１８歳以上をあわせた利用計画の作成率）

　地域で生活するのに必要なサービスや相談支援に取り組むことや、それら支援
の質を向上させていくことなどで、障害のある人の自立した生活を支えます。

基本施策2

6.7 14.5
39.2

55.8

59.7
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あわせて、障害福祉計画の取組（９・10ページを参照）をしっかりと進めていきます。

▶障害のある人のからだの状態や生活の状況、支援のニーズなどをしっかりと聞き、
市のガイドライン（支給決定基準）に基づいて、必要かつ適切なサービスを提供
します。あわせて、サービスの質の向上に取り組みます。
▶市域の南北にある「基幹相談支援センター」やそれぞれの障害種別を担当する「委
託相談支援事業所（８か所）」などで、障害の特性などに配慮したきめ細やかな相
談支援を行います。また、福祉サービスを利用するすべての人に、個別の利用
計画を作成します。

医療ニーズは８割以上と高く、そのうち、
約５割の人が受診の際に困っているね。

相
談
窓
口

サービスの利用計画の作成率

健康に暮らす

自立して暮らす

保健 医療

福祉サービス 相談支援

受診の際に困ったこと
がある人は約５割
● いくつもの医療機関に
通わなければならない

● 医療費の負担が大きい
● 専門的な医療機関が近
くにない  など

６６４件 ２,160件
2026年度には…

70.8% 10０%
2026年度には…

福祉サービスを利用する
一人ひとりにあわせた計
画づくりを進めていく必
要があるね。

● 移動支援 ............ 30.8％
● 居宅介護
　（ホームヘルプ）

..... 27.8％
● 生活介護 ............ 21.0％
● 就労支援 ............ 19.6％

サービスなどの利用計画の作成率（※）重点
項目

利用の多いサービスの種類

障害のある
子ども

（18歳未満）

● 放課後等
　デイサービス

...... 58.0％
● 児童発達支援 ..... 34.7％
● 相談支援 ............ 16.0％

障害のある人
（18歳以上）
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　障害のある子どもへの適切な療育や個々の教育的ニーズに応える指導、必要な相談支援に取り組む
ことなどで、障害のある子どもの育ちや学びを支えます。

基本施策3

0～12歳の通所サービスの
利用が高いね。あと、３割
以上の人が連携できていな
いって考えているね。

66.4

32.432.4

1.2

サービス事業所と
通学先、支援機関
との連携状況

無回答

できている

できていないできていない
77.7

67.5

41.1

15.9
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20

40

60

80

100
利用率
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（％）

　一人ひとりの適性に応じて能力を十分に発揮できるよ
う、さまざまな働く場や機会を確保することや、福祉的
な就労での工賃向上を支援することなどで、障害のある
人の就労を支えます。

約４割の人が、月に10,000円
未満の工賃と答えているね。

福祉的就労の平均月収

育つ・学ぶ 療育 教育

基本施策4 働く 雇用 就労

サービス事業所と通学先、支援機関との
連携状況（※）

▶療育や訓練を行うサービスの充実や、児童発達支援センター「あこや学園」・「た
じかの園」などで発達相談や療育指導などを行います。また、医療的ケアが必要
な子どもの退院後の生活を支援します。
▶就学前から卒業後も切れ目なく一貫した支援が受けられるよう、学校や園、関
係機関等との連携（縦と横の連携）を強めていきます。また、市の特別支援教育
のセンター的機能を担う「あまよう特別支援学校」の支援機能と専門性の向上に
取り組みます。

６６．４％ ８6．3％

障害者就労施設の物品などの販売会の開催回数 

▶就労を支援するサービスの充実や、「障害者就労・生活支援センターみのり」で
就労相談やその支援、雇用先の開拓・確保、就職後の就労定着に向けた支援な
どを行います。
▶市役所において、障害のある人の雇用や就労に向けた実習（チャレンジ事業）を
行います。
▶障害者就労施設の製品などの紹介（ジョブリングamaの活用など）や販売会（尼
うぇるフェアなど）を行います。また、企業からの仕事を施設につなげます。

2026年度には…

25回１６回

通所サービスの利用状況

（※連携できていると答えた障害のある子どもの保護者の割合）

39.9

16.7

1.8

16.3

1.8
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100,000円
以上

10,000～
30,000円
未満

30,000～
50,000円
未満

50,000～
100,000円
未満

（％）

【参考】国・県の2018年度の平均工賃

国：16,118円／兵庫県：14,420円
（就労継続支援Ｂ型）

2026年度には…
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この数値を
めざします

　地域で暮らすために必要な住まいの確保や外出の支援に取り組むことや、さまざま
な生活環境の整備を進めることなどで、障害のある人の地域での生活を支えます。

20.1

52.7

12.8

5.0
9.4

無回答
ひとりで
暮らしたい

今後の暮らし
の希望

（本人への質問）

家族と自宅で暮らしたい

その他

施設等を
利用したい

47.5

35.5

30.8

28.3

18.2

17.8

15.0

0 10 20 30 40 50（％）

日常生活を支えてくれる方がいること

金銭的な援助が受けられること

ホームヘルプなど、必要なサービスが
適切に利用できること
障害のある方や高齢の方のための入所
施設が身近にあること
就労に対する支援が受けられること

利用できるグループホームが身近に
あること

成年後見制度が利用できること

本人にとって適している住まいで暮らすために必要なこと
※介助者への質問

基本施策5

市内のグループホームの定員数

▶障害のある人の住まいを確保するため、利用のニーズにあわせたグループホー
ムの整備を進めます。また、「リレくらしサポートセンター」でグループホーム
などの利用支援や介護者の急病などによる緊急時の受け入れを行うなどして、
地域での生活を支えます。
▶公共施設と市営住宅の整備や公共交通の利用環境などの向上にあたっては、バ
リアフリー化とユニバーサルデザインの普及に取り組みます。
▶障害のある人の社会参加などを支援するため、バスの乗車証やタクシーなどの
利用チケットの交付、ヘルパーによる外出支援サービスを提供します。

住まう・出かける 生活環境 移動・交通

2026年度には…

４５３人 700人

地域での暮らしの実態を把握するため、市内の障害者団体にご協力いただき、
個別調査で357人からの回答を得ました

４割以上の人がグループホームの利用を希望しているね。
そのうち、5割近くの人が10年以内の利用を希望しているね。

41.2

38.7

20.9

16.2

3.3

0 10 20 30 40 50（％）

グループホーム

親と同居

一人暮らし

施設入所

その他

グループホームの利用希望時期希望の住まい

14.7

7.3

8.7

16.7

5.3

36.7

0 10 20 30 40 50（％）

今すぐ

１～２年後

３～４年後

５～10年後

10年以上先
親などの介助が
不可になったとき

個別
調査

47.4％

在宅での生活を望
む人が多いね。
そのためにも日常
生活を支える人が
必要だね。

重点　　
項目



6

そのために
尼崎市が
取り組むこと

この数値を
めざします

そのために
尼崎市が
取り組むこと

この数値を
めざします

地域で生涯学習活動を
している人は２割弱。
参加するには、情報の
発信ときっかけづくり
を必要としているね。

　地域で行われるさまざまな催し（イベントや講座、交流会など）への参加や、自分た
ちで行う活動を支援することなどで、障害のある人の地域での交流や活動を支えます。

17.4

77.3

5.4

無回答

していない

している

生涯学習活動
の実施状況

44.0

34.2

26.4

25.8

22.0

16.0

15.7

0 10 20 30 40 50（％）

活動に関する情報提供
きっかけをつくること
経費を支援すること

障害に対応した講座等を提供すること
一緒に学習や活動する仲間をつくること

介助などの人的体制を整えること
活動する場にバリアフリーが提供されること

　災害への備えや災害が発生した時に、障害の特性に配慮した避難支援や
情報伝達に取り組むことや、犯罪へ巻き込まれないよう啓発や相談を行うこ
となどにより障害のある人の安全・安心な暮らしを支えます。 災害の時に困ったこと

がある人は３割以上も
いるのに、日頃から準
備をしていない人が約
４割もいるね。避難場
所を知っている人も６
割弱となっているね。

32.6

58.8

8.6

無回答

なかった

あった
近年の
災害時に
困ったこと

53.8
37.6

8.6

無回答

災害時に
備えた
日頃の準備

している
何もして
いない

58.234.8

7.0

災害時に
避難する場所
の認知度

無回答

知らない
知って
いる

基本施策6 地域でつながる 生涯学習活動

基本施策7 安全に暮らす 安全・安心

身体障害者福祉センターと
身体障害者福祉会館の利用者数

▶「身体障害者福祉会館」の移転にあわせて、障害のある人が使いやすい施設に改
修します。また、併設する「身体障害者福祉センター」と一緒に、より参加・活
動しやすい事業（創作活動や教養講座、自主活動など）の運営などに取り組みます。
▶「生涯学習プラザ」やスポーツ施設など地域で行われるさまざまな活動の情報を、
障害のある人に分かりやすく発信します。

災害時に避難する場所の認知度（※） 

▶障害のある人など災害時に支援が必要な人の名簿の活用や、特に配慮が必要な
人への個別の避難行動計画の作成に向けた取組を進めます。また、避難所の充
実や地域のさまざまな関係者との災害支援の連携を強めていきます。
▶障害のある人に配慮した消費生活に関する相談や地域の防犯対策などに取り組
みます。

５８．２％ 75．7％

生涯学習活動をするために必要なこと

（※知っていると答えた障害のある人の割合）

２8,742人 41,848人
2026年度には…

2026年度には…


